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＜あらまし＞ 本 では， 京大学における 計学 の と 計 を報告した．2022 年度

までの 実 を り り，学 個 の Excel の ー 理を に げた． 計学

の を対象とした 実 の調査をとおして， や教え合いの効果が認められること

を 考に， 2023 年度後期の 計を計 した． ルー ワークによる教え合いの は，

Excel の進 を に効果的な けでなく，学 の理解を 進することが期待される． 
＜キーワード＞ 計学 , 学 ,  
 
1. に 

近年，新しい を生み す方 として

ー が 目を めて しい．国

の大学においては， ー 関 の

目の や ー 学 の新 が

目 つ．この ー を学生が 得

するうえで， 計は必 の キルの とつと

いえる． 
本 では， が する 京大学の

計学 に関わる を整理した．さらに

行研究の実 を 考に， のための

計 を報告した． 
 

2. 目の と  

2.1. 目の  

は，2019 年度より 京大学におい

て表計 ール  Microsoft Excel（以下，

Excel とする）を用いた 計 目「情報 理

２」（以下，担 目とする）を担 している． 
担 目では，Excel をとおして

的な 計と推 計の 得を目 す 目

である（ 体的な は ラ , 
https://syllabus.cs.teikyo-u.ac.jp/ , 日

2023 年 月 27 日）． には，初学 向け

の であることを 明している． 
担 目の 達目 は，「Microsoft Excel 

を用いて目的に た ー 分析ができる」

こと，「得られた結果を 観的に解 すること

ができる」ことの２点である． 
担 目の 年 は 年生から 年生す

てに り てられており，学 ・学 の

や前提 目は けられていない 択 目で

ある．例年は学年や に偏りはなく，幅

い の学生が している．なお，PC や

Excel の 本 を学 ことを目的とした

目ではないため，情報 テラ ー 目は

みであることを推 してきた． 
2.2. 2 22 度の  

１に，2022 年度後期担 目の 本的な

進め方を整理した． は PC 教 において

対 で実 された． の ト

ラク の 中や の に個 の

Excel を した． 中に学生から質

問があった 合， が学生の で ド

する，LMS の ト機能（Blackboard 
Collaborate Ultra）を利用して回答する，と

いった方 を 用した． 後，Excel
の成果は提 を求めていない． 
その ， 外の り みとして，

回の に関わる多 択 や め ，

Excel による 理が必要な ル提

を求めた．LMS の 機能を利用した

トや質問の は 意で求めた． 
 

１ （ ）の 成 

間（分） 要 
10 15 日の ，前回の り

み，質問対  
60 70 の トラク ，

個 の Excel  
10 まとめ， 外の 明，

質問対  
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2.3. 目の  

担 目の 実 における は えな

いが，本 では個 の Excel の ー

理を げる．Excel は， つの （た

とえば 表 を求める， ラ に整理するな

ど） とに けている．2022 年度の学 個

の進 は テ Wingnet によ

る学生 PC の と トを り

れたものの， 名の が 大 60 名の PC
を して を することは

があり，す ての学生の進 にあわせた進

行ができていない． 
この を解 するための手 てを 行研

究の実 をもとに していく． 
 

3. 目 対 と  

計学 の学 効果を高める実 として，

前に教 書などで する や教え

合いを通 た理解を す ワークを し

た実 が報告されている． 
田ほか（2020）は認識的 備活 を

り れた を実 した． で

う の 問 の解消を らいに，学

自身が に らかの意 を し，

自発的に り めるよう す工 を して

いる． 
田ほか（2020）はまた，大 ほかの

2017 年の論文を 用し，「 での ー 活

，個人での の ， での

問 を トする学 クルを実 し，

学 の 度が 的に向上する」ことを

している． 
その ， ほか（2020）は自 用 Web 教
の 発と を行った．学 の

ー キルに せず 計解析 ールを使用

することができること，心理 計と 計解析

ールの学 に対する や有効性の認知を

持することを らいとして， な ー

ド クを に行う 教 を 発してい

る． 
 

4. 2 23 度の への  

ここでは， が 2023 年 月より実

の担 目の 計 について整理し

た．２クラ で実 であり，例年の

人 からは 40 名程度の学生が まれる． 
4.1. の と  

前学 を して の知識を学 さ

せることは， での Excel を効率よ

く進める手 てになる．しかし，担 目に

おいて の は が される． 
は，2022 年度に異なる 目（表計

目， ー ー 目）で

を り れた（安  2022）．実 の結果，

外の学 間が 加し，学 効果は認め

られたが， の前提知識が い初 目

では， 後の 度が しく かった．担

目の の特性を考 すると，

を するには 前学 に対する学生の

体性を き す工 の が必要 ろう．  
4.2. 教 の と る成果 

ワークや ルー ワークによる教え合

いの は，学 の理解を 進する けで

なく， が Excel の進 を する

にも つと考える． 
京大学 子キ では， ルー

ワークに特化した クテ ブラー 教

を 用している（安 ほか 2023）．この教

には， 大 名のブー とに PC が

備されており， ルー での や議論を中

心にした が期待されている． 
の中で Excel を進める ， 能な

りゆっくりと を し， の 間を

けている．しかし学 は， 明を いて，

の を て，実 に する必要があ

り， 理が必要な工程は多い．学 名が

ブー との PC で を進めるとき，ほか

の学 からの ド があれば，この問

の解消が期待できる．さらに， が学

の PC を する も， （

大 ルー ）が られるため，進 の

も になる． 
 
. に 

本 では， が する 京大学の

計学 に関わる を整理した．今後は，

本研究の計 に き が認められる

か し， 計学 に効果的な実 方 を体

系的に整理することが である  
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